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　我が国は、本格的な少子高齢化・人口減少社会を迎える中、地方から都市への人口流出が続き、地方の活

力が低下して里地里山など身近にある良好な自然環境が、年々失われています。

　地方では、地域社会が弱体化して環境保全の取組にも影響が出ています。例えば、農林業の担い手の減少

により、耕作放棄地や手入れが不十分な森林が増加したことと併せて、捕獲の担い手である狩猟者の減少等

により野生鳥獣被害が深刻化しています。さらに、国土保全機能の低下等による自然災害発生リスクの高ま

りや、生物多様性の危機にもつながっています。

　また、近年、国内外で異常気象が発生しており、国内では気温の上昇や、豪雨の頻発、熱中症リスクが高

まるなど、気候変動とその影響が全国で見られ、さらに拡大するおそれがあります。

　このように、今日、環境問題は大きく変容しています。気候変動やプラスチックごみによる海洋汚染など、

地球規模の危機であると同時に、私たちの生活とも密接に関わり、環境・経済・社会の課題が相互に連関し、

複雑化してきているのです。私たちは、これらの問題から影響を受けるとともに、その原因者でもあるため、

自らが各地域において問題に取り組まなければなりません。

　人間の様々な活動に伴う地球環境への負荷は増大の一途をたどり、私たちの生存基盤は、存続の危機に瀕

しています。こうした危機感を背景にして、2015（平成27）年に「持続可能な開発目標（SDGs）」と「パ

リ協定」が採択されました。持続可能な社会を実現するために世界が大きな転換点を迎えたといえます。

　次に、持続可能な社会を実現する上で重要な役割を担う「パリ協定」と「持続可能な開発目標（SDGs）」

について概観します。

（1）パリ協定

　2013（平成25）年９月から2014（平成26）年11月にかけて出された気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）＊1の第５次評価報告書では、「1880年から2012年の132年間に世界の平均地上気温は0.85℃上昇

した」、「最近30年の各10年間の世界平均地上気温は1850年以降のどの10年間よりも高温である」、「気候シ

ステムの温暖化には疑う余地がない」、「人間活動が20世紀半ば以降に観測された温暖化の支配的な要因であ

った可能性が極めて高い」ことが示されました。

　我が国でも、平均気温が1898（明治31）年以降、100年当たりおよそ1.21℃の割合で上昇しており、こ

れは世界の平均より進行が速いといわれています。

　このまま温暖化が進行すると、世界各地でさらに様々な影響や被害が発生することが危惧されます。

　国際社会は、地球温暖化防止に向けて、2015（平成27）年にパリで開かれた「気候変動に関する国際連

合枠組条約（気候変動枠組条約）」締約国会議（COP21）において、史上初めて全ての国が参加する国際的

な枠組み「パリ協定」を採択し、2016（平成28）年に発効しました。

　「パリ協定」では、途上国を含む全ての国を対象として、2020（令和２）年以降の世界共通の長期目標

として、「世界の平均気温の上昇を産業革命以前に比べ、２℃未満に抑えることを保ち、1.5℃未満に抑える

努力をする」ことを掲げています。その中で、各国に2020（令和２）年までに、長期の温室効果ガス低排

出発展戦略の提出を求めており、公平性と実効性を担保するための５年ごとの世界全体の実施状況の確認・

評価なども規定しています。

国内外における環境を巡る状況

＊１ 1988（昭和63）年に、人為起源による気候変化、影響、適応及び緩和方策に関し、科学的、技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を行う
ことを目的として、国連環境計画（UNEP）と世界気象機関（WMO）により設立された組織のこと。
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○　我が国の取組

　我が国では、「パリ協定」を達成するため、2015（平成27）年の「日本の約束草案」で、2030（令和

12）年度の温室効果ガス排出量を2013（平成25）年度比で26％削減する中期目標を決定し、これを踏

まえ2016（平成28）年に「地球温暖化対策計画」を策定して、2050（令和32）年までに80％削減する

長期目標を掲げました。

　気候変動対策では、温室効果ガス排出量を削減する「緩和策」と、気候変動の影響による被害を回避・

軽減する「適応策」を車の両輪として進めていく必要があります。そこで、2015（平成27）年に「気候

変動の影響への適応計画（2015年適応計画）が閣議決定され、その後、法制化や適応策の法的位置付け

の明確化を求める声を受け、2018（平成30）年６月に「気候変動適応法」が施行されました。

　現在、同法に基づき、2018（平成30）年11月に閣議決定された「気候変動適応計画」の下で、「農業、

森林・林業、水産業」、「水環境・水資源」、「自然生態系」、「自然災害・沿岸域」、「健康」、「産業・経済活動」

及び「国民生活・都市生活」の７つの分野について、森林の整備等による山地災害の防止や雨水・再生水

利用の推進、気温上昇と感染症の発生リスクに関する科学的知見の集積などの取組が進められています。

　

○　本県の取組

　本県では、温室効果ガス削減の取組を進めるため、「群馬県地球温暖化対策実行計画」を定め、2020（令

和２）年度における県内の温室効果ガスを、基準年度（2007年度）比で14％削減することを目標に掲げ

て対策に取り組んでいるところです。

　気候変動への対応としては、緩和策と適応策とを並行して進めることが重要であることから、2016（平

成28）年11月に、気候変動により影響を受けると考えられる分野を所管する県庁内の関係所属で構成す

る「気候変動影響評価・適応策検討会」を設置して、情報共有や意見交換等を行っています。

　次期「群馬県地球温暖化対策実行計画」では、県内における気候変動とその影響や将来予測等を踏まえ、

気候変動適応法に基づいた、本県における気候変動への適応策も盛り込む方向で検討しています。

（２）持続可能な開発目標（SDGs）

　SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」は、2015（平成27）年９月に国連

持続可能な開発サミットにおいて採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の中核をなす国

際目標で、2030（令和12）年までに先進国を含む全ての国が取り組むこととされています。

　SDGsは、17の目標で構成されており、水と衛生、クリーンエネルギー、持続可能なまちづくり、気候変動、

海洋資源や陸上資源など環境そのものの課題や、環境と密接に関わる課題が数多く含まれています。

　SDGsの目指す「持続可能な開発」という概念は、「環境保全と経済発展は対立するものではなく、両立し、

相互に支え合うもの」という考え方であり、SDGsは、持続可能な開発を経済・社会・環境の３つの側面に

おいて、バランスがとれ統合された形で達成することを目指すものです。

○　我が国の取組

　政府は、2016（平成28）年５月に、内閣総理大臣を本部長、全大臣を本部員とする「持続可能な開発

目標（SDGs）推進本部」を内閣に設置し、同年９月に「SDGs推進円卓会議」を開催、同年12月に「SDGs

実施指針」を決定しました。

　「SDGs実施指針」では、８つの優先課題として、①あらゆる人々の活躍の推進、②健康・長寿の達成、

③成長市場の創出、地域活性化、科学イノベーション、④持続可能で強靱な国土と質の高いインフラの整

備、⑤省・再生可能エネルギー、気候変動対策、循環型社会、⑥生物多様性、森林、海洋等の環境の保全、
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⑦平和と安全・安心社会の実現、⑧SDGs実施推進の体制と手段、を定め、2019（平成31）年を目途に

最初のフォローアップを行うこととしています。

　また、政府は、SDGs達成に資する優れた取組を行っている企業や団体を表彰する、ジャパンSDGsア

ワードを実施しています。

○　本県の取組

　本県の環境のあるべき姿や目標を示し、その達成に向けて計画期間内に取り組む施策を明らかにしてい

る現行の「群馬県環境基本計画2016-2019」において、SDGsという言葉は用いていないものの、メイ

ンテーマ「豊かで持続的に発展する環境県群馬を目指して」は、SDGsの考え方に合致しています。

　現在、県では、目標達成に向けて「地球温暖化の防止」、「生物多様性の保全・自然との共生」、「森林環境

の保全」、「生活環境の保全と創造」、「持続可能な循環型社会づくり」、「全ての主体が参加する環境保全の取

組」という６つの施策分野ごとに各種の事業を展開しています。これら施策分野は、いずれもSDGsの目

標に当てはまるものであり、この観点から、本県における環境政策はSDGsの考え方に沿っているという

ことができます。

　また、次期群馬県環境基本計画においても、SDGsをはじめとする新たな視点や知見を踏まえて策定作

業に取り組んでいきます。

　引用参考文献

環境省（2019）「令和元年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書」

（http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r01/pdf.html）

環境省（2018）「平成30年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書」

（https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h30/index.html）

環境省（2017）「平成29年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書」

（https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h29/index.html）

環境省（2016）「地球温暖化対策計画」

（https://www.env.go.jp/earth/ondanka/keikaku/onntaikeikaku-zentaiban.pdf）
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１　本県のごみの現状

　平成29年度における本県のごみ（一般廃棄物）の総排出量は717千トンで、県民一人一日当たりに換算

すると986gです。これまで県民や事業者の皆さん、そして市町村とも連携してごみの減量化に取り組んで

きた結果、総排出量は平成18年度から11年連続で減少しており、県民一人一日当たりの排出量もほぼ毎年

減少しています。

　県総合計画では、令和元年度（2019年度）の県民一人一日当たりの排出量を913g以下に減らす目標を

掲げています。また、全国平均の920gに比べ、66g多いことから、より一層の取組の強化が必要です（図１）。

図１　一人一日当たりのごみ排出量の推移

２　ごみ減量に向けた課題

　県民一人一日当たりのごみ排出量は減少傾向にありますが、平成29年度は全国で８番目に多いという結

果でした。

　ごみを家庭から排出される「生活系ごみ」と事業所から排出される「事業系ごみ」に分けてみると、「事業

系ごみ」の排出量は全国でも５番目に少なく減量化が進んでいますが、「生活系ごみ」の排出量は全国で最も

多くなっています（表１）。

表１　平成29年度のごみ排出量

特集記事１

ごみ減量化に向けた取組について 【廃棄物・リサイクル課】

※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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（1）生ごみ等の排出抑制

　平成29年度に県内の焼却施設で受け入れた可燃ごみは、生ごみが35.4％と最も多く、次いで紙・布類が

32.7％を占めていることから、ごみの減量化には、生ごみと紙・布類の一層の排出抑制が必要です（図２）。

（2）さらなる広報啓発

　平成30年度に実施した「循環型社会づくりに関する県民等意識調査」の結果によると、本県のごみの

排出量や全国における順位を「知らない」又は「あまり知らない」と回答した人の割合は約75％でした

（図３）。（平成26年度調査（約84％）に比べ９ポイント改善）

　ごみの減量化には、循環型社会づくりの担い手である県民の皆さんに現状を認識していただき、ライフ

スタイルを変革していただくことが不可欠なため、より一層の広報啓発が必要です。

図２　県内の焼却施設で受け入れた可燃ごみの組成　図３　循環型社会づくりに関する県民等意識調査

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年度） （平成30年度）

　本県のごみの排出量や全国における順位を「知ら

ない」又は「あまり知らない」と回答した人の割合

３　今後の取組

　可燃ごみの３割ずつを占める生ごみの排出抑制と紙ごみの再資源化の推進など、県民や事業者の皆さん、

市町村と連携協力し、より一層のごみ減量化に取り組みます。

（1）「３きり運動」、「30・10運動」

　県民の皆さんには、従来からお願いしている「食べきり・使いきり・水きり」（３きり運動）に加え、

宴会などでの食べ残しを減らす「30・10（さんまる・いちまる）運動」の実践を市町村と連携し、各種

広報媒体を活用して呼びかけていきます。

　生ごみのさらなる減量のため、生活に密着した活動団体（コープぐんま）と協働し、普及啓発事業や調

査研究事業を実施します。

（2）食べきり協力店の開拓とPR

　生ごみの減量や食品ロスの削減を図るため、飲食店、宿泊施設や食料品小売店を対象に、食べ残しや売

れ残りを削減する取組を実施する店舗を「ぐんまちゃんの食べきり協力店」として登録し、消費者の皆さ

んに利用を呼びかけていきます。（平成30年度末348店舗）

　また、市町村と連携して協力店の開拓や制度のPRをしていきます。

　さらに、食べきりのライフスタイルが浸透していくよう、タウン誌と連携し、特典を提供する食べきり

協力店を新規開拓します。（令和元年度目標500店舗）

（3）リユース食器活用推進

　県植樹祭やぐんまマラソンなど県主催の事業等においてリユース食器を活用することを通じて、引き続

きリユース食器の理解促進と利用拡大に取り組んでいきます。また、市町村のイベントにおいてもリユー

ス食器の積極的な活用を図ります。

（4）紙類リサイクルの促進

　資源再生事業者と連携し、紙ごみの新たな回収体制を構築するための社会実験を実施します。
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１　外来生物（外来種）の現状

（1）外来生物（外来種）とは

　近年、「外来種」「外来生物」による生態系などへの影響が話題を集めています。

　外来種と外来生物は同じように使われていますが、実は違いがあります。

　外来種は、もともと生息していない地域に、人間の活動によって持ち込まれた生物のことです。外来種と

いうと海外から日本に持ち込まれた生物と思われがちですが、国内の他の地域から本来生息していない地域

に持ち込まれたものも該当します。例えば、カブトムシは、現在日本各地の野外で見られますが、本来の生

息地は本州以南であり、北海道に生息するものはペットとして持ち込まれたことに由来する外来種です。

　一方、外来生物は、法律上「海外起源の外来種」を意味しています。日本で見られる外来生物は、確認

されているだけで約2,000種にのぼります。明治以降、人や物の移動が盛んになり、多くの動植物がペッ

トや食用、研究などの目的で輸入されたほか、荷物などに紛れ込んで持ち込まれたものも多くあります。

これらの動植物は、意図的・非意図的の違いはありますが、人間の活動に伴って日本に入ってきています。

（2）外来生物（外来種）による影響

　すべての外来生物（外来種）が生態系などに影響を及ぼすわけではありません。しかし、長い時間をか

けて独自のバランスで成立している生態系が、外来生物（外来種）の侵入によってそのバランスが崩れ、

深刻な影響が発生している事例もあります。

外来生物（外来種）による影響の例

　こうした状況を背景に、平成17年６月に「特定

外来生物による生態系等に係る被害の防止に関す

る法律」（外来生物法）が施行されました。

　外来生物法では、外来生物の中でも特に生態系、

人の生命・身体や農林水産業に被害を及ぼすおそ

れのある生物を「特定外来生物」に指定し、許可

なく飼育・栽培・保管・運搬・輸入・野外へ放つ

ことなどを禁止しています。

特集記事２

外来生物（外来種）について 【自然環境課】

アライグマ

オオキンケイギク

オオクチバス

 オオハンゴンソウ

特定外来生物の例

第１部　環境トピックス
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２　本県の特定外来生物の課題　～クビアカツヤカミキリ～

　県内でも、アライグマやオオクチバス、オオキンケイギクなどの特定外来生物が侵入しており、生態系等

に被害を及ぼしています。中でも、近年、本県や周辺都県で大きな問題となっているのが「クビアカツヤカ

ミキリ」です。

　クビアカツヤカミキリは中国などを原産とする外来昆虫で、平成30年１月

に特定外来生物に指定されました。この虫の幼虫は、サクラやウメ、モモなど

の木の中を食い荒らすことから、観光資源や農作物に被害を及ぼします。被害

が進行すると被害木は枯死してしまい、倒木などにより人身や建物の被害が発

生するおそれもあります。

　県内では、平成27年に館林市で初めて確認されて以降、サクラを中心に被

害が拡大しており、平成30年度には太田市、館林市、邑楽郡の計７市町で発

生が確認されています。

　このように被害が拡大している要因は、高い繁殖力に加えて、幼虫が木の内

部にいるため発見や駆除が難しいことが挙げられます。幼虫が寄生した木から

は、「フラス」と呼ばれる木くずとフンの混ざったものが大量に排出されます。

成虫やフラスを侵入の初期段階で発見し、駆除することがクビアカツヤカミキ

リによる被害拡大を防止するカギであり、課題です。

３　本県におけるクビアカツヤカミキリ対策

　県では、早期発見・早期駆除を呼びかけるため、チラシや県のホームページなど様々な広報媒体を通じて

啓発を行っています。また、被害状況を把握するため、平成29年度から県内全市町村で被害状況調査を実施

しています。

　平成30年度からは、効果の高い農薬登録試験や、被害が多い邑楽館林地域の市町と協力し、被害木の伐採

や農薬等による防除対策にも取り組んでいます。

　今後も引き続き、国や関係都県、市町村等と連携して対策に取り組むとともに、クビアカツヤカミキリに

よる被害の実態や防除方法について広く周知し、被害の拡大防止を図ります。

クビアカツヤカミキリ

かりんとう状のフラス

平成30年度被害状況調査結果 平成30年度に発生が確認された地点
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１　森林環境税及び森林環境譲与税

（1）税創設の趣旨

　森林には、地球温暖化防止をはじめ国土保全や水源涵
かん

養、快適な生活環境の創出など多くの公益的機能

があり、国民一人一人がその恩恵を受けています。森林がその機能を充分に発揮するためには適切な森林

整備が必要です。しかし、森林整備を進める上で、所有者の経営意欲の低下や所有者不明森林の増加等が

大きな課題となっています。

　このような中で、パリ協定の枠組みにおける我が国の温室効果ガス排出削減目標を達成し、頻発する集

中豪雨による大規模な土砂崩れや洪水・浸水などの災害を防止するためには、森林整備等に充てる地方財

源を安定的に確保する必要があることから、国民の皆さんで森林を支える仕組みとして「森林環境税」が

創設されました。

（2）税の仕組み

　「森林環境税」は、国民から税をいただく「森林環境税」と、これを森林の整備等を実施する市町村等に

配分する「森林環境譲与税」の２つの制度で構成されます。　

　「森林環境税」は、国税として１人年額千円を個人住民税均等割に上乗せして、2024（令和６）年度か

ら課税することとされています。「森林環境譲与税」は、森林現場の課題に早期に対応する観点から、「森林

経営管理制度」のスタートに合わせ、課税に先行して2019（令和元）年度から譲与が開始されます。

（3）税の使途

　「森林環境譲与税」は、市町村においては、間伐や人材育成・担い手の確保、森林の有する公益的機能に

関する普及啓発、木材の利用促進等に充てられます。

　また、都道府県においては、森林整備を実施する市町村の支援等に充てられます。

森林環境譲与税制度設計のイメージ

（4）使途の公表

　適正な使途に用いられることが担保されるよう、市町村等は「森林環境譲与税」の使途について、イン

ターネットの利用等の方法により公表することとされています。

（5）本県における森林環境譲与税の活用

　本県では、「森林環境譲与税」について、「群馬県森林環境譲与税基金」に積み立てることにより、使途の

透明性の確保及び柔軟な予算執行を図るため、専任職員を配置して市町村が実施する森林整備を支援します。

特集記事３

新たな森林管理の仕組みについて 【林政課】

注：このほか群馬県においては、ぐんま緑の県民税（住民税の超過課税）が実施されている。

資料：林野庁「令和元年度版森林･林業白書」66頁

第１部　環境トピックス
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２　森林経営管理制度

　林業の成長産業化と森林資源の適切な管理の両立を図るため、2019（平成31）年４月に「森林経営管理法」

が施行され、「森林経営管理制度」がスタートしました。

　この制度のポイントは次の４つです。

①森林所有者に適切な森林の経営管理を促すため、森林所有者の責務を明確化

②森林所有者が、自ら森林の経営管理を実行できない場合に、市町村が森林の経営管理を引き受ける

③林業経営に適した森林は、市町村が「意欲と能力のある林業経営者」に管理を委託

④林業経営に適さない森林については、市町村が管理

このような市町村が行う森林整備等の財源として、「森林環境譲与税」を充てることが可能です。

３　課題

　森林の整備はこれまで県が主体となって推進してきましたが、「森林経営管理制度」では、市町村が主体と

なり、所有者意向調査、森林現況の把握、経営管理権集積計画の作成等を実施します。しかし、多くの市町

村では、森林整備に関する知識や経験の蓄積が少ない、林業の専任職員が少ないなどの課題があるため、森

林経営管理制度を円滑に運用する体制を整える必要があります。

４　今後の取組

　県では、「森林経営管理制度」が円滑に進むよう、「森林環境譲与税」を活用し、次の取組により市町村を支

援します。

（1）森林経営管理支援

　最新技術により既存の森林情報を解析・高度化し、市町村へ提供します。

（2）市町村林務担当者等基礎研修

　市町村林務担当者等を対象に森林・林業の知識・実務能力の向上及び地域林政アドバイザー※１の対象と

なる有資格者の養成を目的とした研修を実施します。

（3）ぐんま林業実践学校

　森林整備を進める上で、人材育成・担い手の確保は喫緊の課題です。このため、県立農林大学校内に人

材育成・担い手の確保の拠点として「ぐんま林業実践学校（仮称）」を設置する準備を進めています。

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）

資料：林野庁「森林経営管理制度のパンフレット」

＊１ 地域林政アドバイザー制度は、市町村が、森林・林業に関して知識や経験を有する者を雇用することを通じて、市町村の森林・林業行政の体制支援
を図るものです。
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